
 

   

 

 

 

 

 

１ 研究への展開 

本校では平成 29 年から令和元年度の３か年にわたり、「新学習指導要領を踏まえた小中一貫した教育課

程に関する研究―各教科の指導から考える学びの地図の構築―」をテーマに、新学習指導要領を図式化した

「新学習指導要領内容構成表」の作成・活用をとおして、学習指導要領を構造的に理解できるよう取り組みま

した。このことにより、新学習指導要領の内容をすべての児童・生徒に指導する素地を整えることができました。続

いて「どのように学ぶか」「何ができるようになるか」の視点からの新学習指導要領の理念に迫る研究が必要である

と考え、令和２年度より「新学習指導要領を踏まえた授業づくりに関する研究―各教科の本質に迫る授業分

析―」を掲げ、研究を推進することとしました。新学習指導要領の理念を理解し、授業という形で児童・生徒に

提供することで初めて教育となります。「その教科ならではの見方・考え方とは何か」という視点から授業分析を行

い、新学習指導要領の理念に迫る授業づくりができるよう取り組むこととしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 指導講師について 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究テーマに対する取り組み 

 

研究初年に当たる昨年度は、アクティブ・ラーニングの視点から方法論を深めました。教科学習を展開するときの授業設計につ

いて、授業分析をとおして子供たちが楽しく活動している、そんな中でいつしか、教科的な見方や考え方ができる視点をもって授

業づくりをすることが大切であることを共有しました。 

育成すべき資質・能力の明確化 
学習評価の充実 

学びの地図の構築 
各教科の指導の充実と 

授業改善 

新学習指導要領への対応 

研究主題 
 

新学習指導要領を踏まえた授業づくりに関する研究 
―各教科の本質に迫る授業分析― 

茨城大学教育学部 教授 

新井 英靖 氏 

＜研究分野＞  

障害児教育方法学（知的障害児の授業研究、インクルーシブ授業論、 

          特別支援教育授業・学習論） 

 

本研究の指導講師として選定し、スーパーバイズを依頼しました。 

①研究１年目の取組について 



 

 

研究２年目に当たる今年度は教科の本質・見方、

考え方を深め、知見を広げる内容論で研究テーマに迫り

ました。方法として録画した授業を指導講師の新井英

靖先生に見ていただき、オンラインにて助言をいただく「プ

ライベートレッスン」という手法を用いました。このプライベー

トレッスンでは「教科の本質を捉えた授業づくり」「主体

的・対話的で深い学びの視点での授業改善」を行いまし

た。新井先生との授業分析をとおして、気付かされたそ

の教科ならではの見方・考え方について、ポイントを研究

部でまとめ、全教員に共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 次年度に向けて 

研究２年目に当たる今年度は教科の本質・見方、考え方を深め、知見を広げる内容論で研究テーマに迫

りました。教科ごとに育てる力は異なることから、その教科ならではの見方や考え方を子供たちが働かせられるよ

う、教科の特質について研究を進め、「国語科、算数・数学科、音楽科、図画工作・美術科、体育・保健体

育科、職業・家庭科」の 6つの教科について各教科の本質・魅力・その教科ならではの面白さを探り、深めるこ

とができました。来年度は今年度の研究方法を継承し、より多くの教員がレッスンに参加し議論を深める中で、

各教科の本質に迫る授業づくりを推進していきたいと思います。 

 

②研究２年目の取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
各教科の授業研究とその成果を共有することで、各教科の特質に応じた授業づくりの推進が図られるのでは
ないか。 

仮説 

 

授業研究（授業観察→指導・助言）をとおして、各教科の特質について理解を深め、共有する。 

方法 

 

具体的な方法 

 

各教科の見方・考え方データバンク 

各教科の本質に
迫る 

外部専門員によるアセスメント＆カンファレンスと同様、 

先生方に対する個別最適化されたアドバイスを提供！ 

指導講師による 
授業観察＆個別＋α プライベートレッスン 

各教科の授業づくり プライベートレッスン！ 

授業の実施 プライベートレッスン 

 
音楽 

 
図画工作・（美術） 

 
職業・家庭 

切っ
ても
切り
離せ
ない
「表
現と
鑑
賞」

１ • 「表現」と「鑑賞」が組み合わされた芸術科目

特別支援学校学習指導要領において、音楽科は、「表現（音楽遊び、歌唱、器楽、
音楽づくり）」と「鑑賞」の二領域で構成されている。

授業づくりにおいては、発達初期段階の児童への授業になればなるほど「表現」と
「鑑賞」は切っても切り離せない関係である。

音楽科と美術科（芸術科目）の共通点は、

「表現」と「鑑賞」が組み合わされた科目である
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２ •時間を支配する教科

時間の中で、
打楽器は、音で時間を区切る特性をもつ。

メロディー楽器（鍵盤楽器、弦楽器、木管・金管楽器等）は、音の高低があり、音がつな
がる特性をもつ。
楽器によって、時間の支配の仕方が違うのが面白い。

音楽科は、時間を支配する教科である。

美術科は、空間を支配する教科である。
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１ • 「見る」と「観る」、「観察」と「鑑賞」の違い

「見る」は、意図せずにみること。
「観る」は、意図的にみること。対象を見極めようと色や形をみること。

「観察」は、色や形など物理的に見ること。
「鑑賞」は、感情をもって見ること。

「見る」と「観る」、「観察」と「鑑賞」の違いは、

何でしょう？？
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２ •空間を支配する教科

美術科は空間を支配する教科である。その空間を子供たちにどう楽しませるかを考える
ことは、授業づくりにおいて大切なポイントである。

美術科は、空間を支配する教科である。

音楽科は、時間を支配する教科である。

１ • 「できた！」がはっきりと分かるスキルの学習

スキルの評価は、わかりやすい！

スキルが身に付いたかどうか（いわゆる評価基準）は、見てはっきり分かる。
教師だけでなく、友達からも評価を得られる。生徒自身も「できた！」が実感
しやすい。

２
「職業」と「生活」が組み合わされた教科

同じ「清掃」に関する学習でも、「職業分野」と「家
庭分野」それぞれにねらいがある

「職業分野」での清掃＝仕事として清掃をする⇒客が不快に感じないようなキレイを目指して
「家庭分野」での清掃＝生活の中で清掃をする⇒衛生的で安全な生活を送るために

スキルと比べ、「できた！」がはっきりと分かるものではないが、これこそが、見方・考え方を働
かせた深い学びであり、職業・家庭科で育成する資質・能力である。

各教科の「深い学び」に迫る全校のデータバンク！内容の教え込みに陥ることなく、教科の本質（その教科ならではの見方・考え方）に迫る授業づくりをサポートします！ 

今年度は新型コロナウィルス感染症対策のため、密を避け、 

オンラインとオンデマンドによる開催となりました。 


